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要 旨

昭和44年8月,シンガポール公益事業局より,66kV海底OFケーブル線路の建設-･式を受注し,翌昭和45

年10月無事完工し,顧客に引き渡した｡

二の計画は,ケーブル条長にして海底部150km,陸上部70kⅢにも及ぶもので,交流海底ケーブルとしては

世界でも†王朗旨の規模である｡設計製造にあたっては,がい装線の腐食実験,実規模のコイル取り実験などあ

らゆる角度から実証的な検討を加え,その結果を活用した｡布設においては,世界でも例の少ない2条棚寺

布設法を採用し,狭い水路に多条のケーブルを布設する工法,ケーブル防護など有効な工法を確立した｡ま

た,漏油対策として,初めてバックアップ給油方式を採用したことも特筆すべきものである｡

1.猪 口

シンか､ポ【ルは,東南アジアにきiける最大の自由貿易港として

栄えてきたが,最近では,工業立回の政策がとられ,工業化が急

ピッチで進みつつある｡その一つとして,大手石油会社の精油所

の建設が相次いでし､る｡

Bukom島は,シンガポール本島の南方約5kmに位置する′ト島で

あるが､1965年には,シェル石油の精油所が建設され,本島南岸

のPasir Panjang発電所からBukom島に至る7kmのルートには,

当社の手ですでに22kV3心ブナルゴム絶縁電力ケー7小ル2回線が

布設され,逆転されてし､る｡今匝=ま,Jurong工業地帯の南方にあ

るChawan島に,エッソイf油の精油所が建設され,1司時に,Bukom

メニュのシェル了f油精油所も大巾副二拡張されることになった｡シンガ

ポール公益事業局(Public Utilities Board,Singapore)では,

これらの島への電力供給のため,本島南西部に建設中のJurong火

力発電所を起点として,大規模な66kV海底ケーブル線路の建設を

計画し,1969年6月国際入札が行なわれ,日立電線株式会社は,

住友電気工業株式会社と協同で石臼札し,同年8月受注した｡

本計画は,図lにそのル【卜を示すように,Jurong発電所から

Chawan畠まで､西凶り21由縁,東山]l)1L由縁,Chawan白からBukom

白まで2回線で,桧垣1線丘は海底部35km,陸上部15k叫1担1線あ

たりの送電容量は60MVAと,その規校は世界的なものであり,

始終的に納入したケーブル数量は,海底部150km,陸_上二部70kmに

及んだ｡設計,製造にあたっては,ケーブルの椎頬およぴそれに

過したがい装線仕様の選定,コイル耳丈り試験によるケーブル悔不滅

柑J-1三の把手酎はあく),漏油対策としてのバックア､ソプ給油方式の

採用など,あらl′わる点に忍を輔いた｡また,布設においては,2

条同時布設という画期的な工法の採用により,総計45条のケーブ､

ルを限られた水路に確実に布設することができた｡本帖ではこれ

ら特筆すべき点を要約して記述する｡

2.海 底 調 査

設計,製造に先立って詳細な海底調企が行なわれ､その結果は

次のとおりであった｡

(1)水深:海底の起伏はなだらかで水深は20～30m,克之深部で

34mである｡各掛まさんご礁の台地に伺まれており,ニの部

分では水深も 0.3m杜性である｡

*

日立電線株J(会社日高1二場
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(2)海底底質:シンガポール海域は一般に粘土質の堅くなった

岩盤層がベースとなり場所により貝砂や泥(どろ)が0.3～2m

厚さに唯桔(たいせき)している｡したがってケーブルは自然

沈埋に要せることが決定された｡

(3)潮汐(ちょうせき)と潮流速:年間を通じ最大潮位差は3m

であり,潮流速は故人3kt,一一般には2kt不lIリ空であった｡ま

た流向はルートに直交しているが,水路分岐部付近ではひず

み測も見られた｡

(4)波浪:ルートは島に囲まれた水路であるため,外洋からの

影響も少なく,また,気象状態も安定してiい)波浪もほとん

どないし このため陸指げ部叫坊謹も容易と考えられた｡

3.ケーブルの種類

今回は,ケ【ブルの仕様が未確定の段l;皆で,次の3綿羊貞のケー

ブルについて人札が行なわれ,その後の顧客との技術折衝で殻終

仕様が決`右された.｡

(1)単心OFケ｢ブル

(2)3心OFケ【ブル

(3)中心鵠【ユキr5ポリエチレン絶縁(ⅩLPE)ケrブル

節 一の問題は,OFケーブルとⅩLPEケ"ブルのいずれを接用
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するかという点であったが,これに対しては,(1)ⅩLPEケーブル

は発展途上の新しいタイプであるのに比べて,OFケーブルは実績

が豊富で信頼性が高い｡(2)経済的および納期的にOFケーブルの

ほうが有利である｡の2点からOFケーブルが採用された｡

第二の問題は,単心ケーブルと3心ケーブルのいずれを採用す

るかという点であり,結論に達するまでに時間のかかった問題の

一つであった｡単心ケーブルの利点は,(1)ケーブルが細いので製

造布設が容易である｡(2)錨吉(びょうがい)による被害が-一度に2

条以上に及ぶ確率は′トさいので予備は一相でよい｡(3)したがって

スイッチギヤの必要台数が少なくてすみ,総工費では3心ケーブ

ルに比べて不経済とはならない｡反面,欠点としては,今回のよ

うに狭い水路に多条のケーブルを正確に布設することは不可能に

近いことである｡他方,3心ケーブルの利点は,ケーブル条数が

少なくてすむので狭い水路の布設に過している点のみとなり,経

済性の点では,スイッチギヤまで含めると有利にはならなかった｡

結鼠 錨害による被害の確率が小さく信頼性が高いことが大きく

評価され,海底部,陸上部ともに,単心ケーブルが採用され,全

線にわたって1回線4条構成とされることになった｡これによっ

て,万一の事故のときでもスイッチギヤを切り換えるだけでよい

ので停電時間が短くてすむことになる｡水路幅の狭い部分に多条

のケーブルを布設する点については,(1)AルートのJuro咽発電所

～Chawan島間3回線のうちの1回線をDamar島経由の東回り新ル

ートに布設する｡(2)3回線を布設しなければならか-Merlimau島

～Cbawan島の間では,--一部を竣撲(しゅんせつ)して必要水路幅を

確保する｡(3)BルートのCbawan島～Bukom島間2匝l線においては,

Merbau島でいったん陸揚げしてジョイントを入れ,Cbawan島～

Merbau島間の水路幅の狭い部分はバージ布設する｡以上三つの対

策を講じて無事解決した｡

4.がい装線の仕様

がい装線の仕様の決定は本計画における最大の問題点であり,

これには二つの問題が含まれていた｡一つは顧客からがい装線1

本1本にPVC被覆を施すよう指定されていたのでこれを採用する

か否かという点であり,他の--･つはがい装線自身の材質として何

を選ぶかという点であった｡

過去の布設例を調査した結果では,単心ケーブルにおいてPVC

被覆がい装線を使用した実例があるが,いずれも布設複数年のう

ちに大きな事故を起こしている｡原因は外傷によI)PVC被覆が破

れるとその部分で集中的に腐食が進行して断線し,引き続いて放

電を起こして発熱したものと推定されている｡筆者らは,この現

象の機構を解明するため,銅線,アルミ線,ステンレス線,鉄線

の4種類について,PVC被覆の破れによる局部腐食および腐食断

線後のアーク放電による発熱の実験を行なった｡実験用のサンプ

ルおよび実験条件については,実際の海底ケーブルでの使用条件

を極力模擬するようにした｡実験の結果を要約すると次のとおり

である｡

(1)PVC被覆の破れにより局部交流腐食の速さと断線に至るま

での時間は図2に示すように,がい装線の材質によって多少

の差はあるが,いずれもいったん腐食が始ったらきわめて短

時間のうちに断線に至る｡

(2)断線後の放電時の電圧と電流の関係は図3に,放電の状況

は図4に示すとおりである｡放電の程度はがい装線の材質に

よる差はほとんど認められず,断線部ギャップ間に加わる電

圧100V近辺から激しい放電が始まり,放電部局辺の温度は

1000cに達する｡

この結果から,この現象はがい装線の材質にはよらないで,PVC

被覆という構造そのものに起因することが明白になった｡交流単
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図4 席食断線部放電の状況

心ケーブルの場合にはがい装線自身に大きな誘導電流が流れるの

で,PVC被覆によりこれを絶縁すると海水との間に電位差を生じ,

局部交流腐食を避けることができない｡このため今回はPVC被覆

という構造は避けることになった｡

視がい装線の材質としては,機械的強度,耐食性,経済性,海

底ケーブルとしての過去の実績などを勘案した結軋 亜鉛めっき

鉄線が採用された｡

5.ケーブルの構造と試験

稚々の検討の結果最終的なケーーブルの構造は表1に,ケ【ブル

の外観は図5に示すようになった｡

Merbau島～Bukom島間約9,5001nのケーブルは,ポリエチレン

防食層までを3条に分けて製造し,そこで可とう接続によって2

個所を接続して9,500ml条とした後,がい装を施すことにした｡

納入品の製造に先だって,可とう接続部の試作検討を数回繰り返

し,引き続いて総合的な性能確認のため,可とう接続部7個を含

む250mのテストケーブルを製造し,IECの｢海底ケーブルの機

械的試験に関する推奨案+に従し-,図6のように実際の布設条件

49



532 日 立 評 論

表1 66kV単心海底OFケーブルの純造

項 目 単 位 l海域郎一陣指部

66kV単心 66kV単心

OFケーブルOFケー▼7ル

14.012.0

ケーブルの柑類

泊適格内径 mm

噂

休

断 面 帖
1Il2

(mZ) 0.30(195)

中りた｢【川壬

0.75(485)

中空円形形 状

村 田 錫めっき鉄鋼線 錫めっき鉄鋼線

外 径 mm 24.0 31.7

妓小絶縁厚さ(か-ボン毒統合む)

Lやへい層厚さ

m 6.3 4.9

m 0.3 0.3

夢i‡

披

材 質 ケ妄Cイr十全 %Cでナ令

拉 ′ト 厚 さ ;m 2.54 1.91

庵味 布 テ ー

プ厚 き mm 0.5 0.5

補強ステンレステー7〇厚き mX柁 0.15×2 0.15×2

肪屑

良 笠小厚警!皿
ポリエチレン

3.05

l.ポリエチレン

(防蟻(ばうぎ))
3.05

防虫兵籍テープJ宴さ
ロmX柁j o.10×2

ユ
ート 層 厚 き m 2.0

が装

い線

柑

線

卜 層

0.10×2

2.0

田 - ト胆給め′)き鉄線 帝鉛めっき鉄線
経 ⅢmX本 6.05×約31本 6.05×約33本

厚 き m 3.0 3.0

径 mm 76 81概 算 外

概 算 重 量 kg/m 17 20

海 底 部 陸 掲 部

図5 66kV単心海底OFケーブル

ⅤOL.54 N0.6 1972

を模擬して大規校なコイル取り試験を行なった｡コイル取り試験

後のテストケーブルについては-一一連の電気試験を実施し,十分な

性能を有していることを確認した｡その概要は表2に示すとおり

である｡試験完了したテストケーブルはすべて悼垂に解体し,接

続部近傍の鉛被についてはコイル取りの前後における材料特性お

よび組織の変化の有無を調査するなど,木目(きめ)の細かい調査

を実施してなんら異常のないことを確認した｡

このほかに,がい装機のキャプスタンを利用して,1,400kgの張

力のかかった状態での屈曲試験(しごき試験),引張試験などを,

いずれも可とう接続部を含むテストケーブルで行なった｡

機械試験を主休としてこのように大規快な確認試験を実施した

理由は,i毎底ケーブルにおいて依械特性がいかに重要かを考える

と,1～2偶の可とう接続部を含む短尺テストピースでは,製造

施工上のばらつき,テストピース自由端の影響などもあり,真の

性能の把握,確認には不十分であると考えたことにある｡特に長

尺のテストケーブルによるコイル取り試験は,海底ケーブルの弱

点を摘出しうるので,改善を図るのに有効な手段であった｡

単心海底ケーブルにおいて才甲出しPVCシースのようなドライタ

イプの防食屑を採用する場合は,その完全性がきわめて重要であ

ることは,いまさら述べるまでもない｡特に可とう接続部における

ポリエチレン防食層の溶着部については万全の確認が必要である

ので,防食層溶着部4個所を含むケーブルピース約40本を作製し,

水深約50Tnの海中に長期間浸せきして実用上の信頼性を確認した｡

キヤクヒラ

⊂=ゴ□

E
く⊃

⊂()

nヂ
ケープ､ル

/

← 6.5m- ----rr

閃6 可とう接続部を升むコイル取り試験

表2 ケーブルおよび可とう接純郎の.試験結米

試 験 名 規 桁 仏 試験試料

250mクつテストケーーー

ご式 族 菜 †′書 試 験 糸与 粧

コ イ ル取 り 試験

コイ/レ佳 6.5m 山

プ′レ.｡叶とう接続部 ンー▼7仁.■丁 8.Om 引き続き,屯1t試験お

7憫を斤む コイ′し1一山り数 2【【1】 よひ､餉こ休与ウ三施

445kV(ケー一丁ル)

インベルス破壊試験

交流長時ド主】破壊試験

342kV

母∈)各1帥1】

‖‾rとう接続部を含む コイ/し取り絶

コイ′し耽り子安

コイル机こり後

コイ′し恥Ijお土ひ自前

サイクル緒

2E｡､90-95□C,20サイクル

(′コイ′し取I)緒)

コイル月1リf麦

コイ′し取り後

20†吉行の肘ず､3往イ吐の後

415kV(ケl一丁/しl

400kV り衣紋郎1

brとう接続部を含む 445kV(接続部)

171kVt大破壊)

174kV(末破壊■〉

良好

DC150kV一木破壊)

DC150kV(大破壊)

DC140kV(補修跳)

叶とう接続部を含む

可とう接続部を含む

負荷サイクル試験 可ヒう接続部を含む

防食層直流破壊試験

i.㌧t度上昇試験

知i終.試験

DClOkV

/1分日与J

叶とう接枇部を含む

可とう接続部を含む

巳 袖帽部を含む

脚箸部を含む 20†た行クー)曲け3徒手如)後
-

DC160kV絹別宴部)

吋七う描線乱を含む 水小手･之せき,600A必に

20KA/1抄,3回

良好

良好

95～120kg/cm～破壊内 圧 試 験 ‾叶とう接続部を含む l 4kg/印ソ15正一in昇圧
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【瑚8 バックアップ給油方∫(の動作垢理

6.バックアップ給油方式

OFケ【ブルを海底ケーブルとして使用する場合には,錨吉な

どにより大きな漏油事故が発生した場合どのようにしてケMブル

内への水の侵入を防ぐかが常に問題となる｡特に今回のように孤

島の無人変電所の場合には,補給用PTを迷搬して事故ケⅥブル

につなぎ込むまでに相当長時間を要するので,これに見合う余裕

油量を確保するとなると膨大な油量となる｡他方,海底ケlブル

の場合は給油区間が長くなるので,負荷しゃ断時の過渡油圧降■■F

を補侶するためには常時動作油圧がどうしても高くなる｡動作油

圧が高いとせっかくの余裕油量もまたたく間に使い果たしてしま

うので,刊F+は余裕油量の供給専用に動作油圧の一段低いPTを

設置し,正規の給油用PTをバックアップする新しい給油万上℃を

採片=ノた｡この給油方式のダイヤグラムは図7に,動作原理は図

8に示すとおりである｡

今回のBルート,Chawan島～Bukom島間11kmの場合を例にとる

と,給油用PTの動作油圧は4.5～7.Okg/cm2,バックアッ7UPT

のそれは0･5～1.5kg/em2であり,いずれも外か､ス形圧力油槽(ゆ

そう)である｡漏油が発生した場合は,給油用PTの油圧が5.4kg/

em2まで下がると警報を発し,続いて動作油圧下限の4.5kg/cm2

まで下がると自動バルブが閉じて給油用PTからの油の供給を停

止する0 さらに油圧が低下して1.5kg/cm2に達したところで,チ

ェックバルブが自動的に開いてバックアッ70PTからの油の供給

を開始する｡

バックアッ70PTの容量は1セットにつき45セル外ガス形圧力

油槽3台,その有効油量は約1,000｢ぐあり,3km離れた点でケー

ブル切断が起こった場合でも約100時間の給油が可能である｡各

回線ごとにバックアッ70PTを設けることはきわめて不経済であ

るので,6セットを5個所に分散して配置し,場所によっては1

セ､ソトで2～3回線を同時にバックアップするように配慮した｡

7.布 設 工 事

布設工事は昭和44年12月に着工された｡最初はJurong発電所か

ら海岸までの陸上区間と各島内の陸上区間など陸_L部亘長(こう

ちょう)約4,000mの布設が行なわれた｡この工事は翌昭和45年

3月までに大半を完了し,海底ケーーブルとの接続待ちの状態にな

つた｡一方,海底部の工事として現地では各陸揚げ部のドレッジ

作業が同年2月より着手され,また,わが国においては海底ケー

ブルの船栢みが同時期に行なわれた｡

7.1船 積 み

海底ケーブル布設工事をルート長3kln以】FのAルートと11kmの

Bルートに分けAル【トはバージ布設を,またBルートは貨物船

による布設を行なった｡使用した貨物船は1,000t(総トン数)の

幸安丸 第2幸安丸で,Aルート分のケーブルは1船で,またB

ルート分は2船に分けて連搬された｡各船とも横み込んだケーブ

ルは50km以_Lになり,これを船胎内に3コイルに分けて巻き込ん

だ｡Aルート分のケーブルは現地において350t鋼製フラットバー

ジ7隻に桔み替えられた｡

船積みに先だって工場においてコイル形状や引揚げシープ高さ

の検討が行なわれた｡ケーブル本体については最も過酷な条件と

なるAルートのバージ布設の状況を考慮して繰返しコイル取l)試

験が行なわれ,ケーブルヘの影響が検討された｡その結果からケ

ーーブルのねじれ角を300/m以下にするため,最′トコイル形状は短

径4m,長径5mの長円とし,また,コイル上面よりシープまで

の高さを最小6.5mとした｡また,可とう接続部を含むBルートに

ついては図6に示す条件で繰返しコイル取り試験が行なわれた｡

これらの‥連の検討により上記の形状が十分な安全作をもってい

ることが確認された｡実作業においては可とう接続部のねじれ角

を極力小さくするため,接続部の位置を調整し,その部分でのね

じれ角を150/m以下にするようにコイル取りが行なわれた｡

船積みは昭和45年2月と5月の2回横浜において行なわれた｡

コイ′レ巻込み速度は800～1,300m/hでそのコイルの寸法は,短径

8･0～9･3m,長径9～10.3mの長円形であり,高さは3mになった｡

シンガポールまでの航海中の給油は陸上部用の35セル圧力油槽5

台により拙度変化に対しても計算どおりの給油がなされた｡

Aル】ト分のケーブルはシンガポール港においてルート別,布

設順に7隻のバージに2コイルずつ積み替えられ,現地近くの入

江に布設期間中約1個月間係留して保管された｡バージ上のコイ

ル寸法は,短径6.5m,長径7.5mで高さは1.5mであった()バー

ジへの楷替え状況は図9にホすとおりである｡
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7.2 布 設 準 備

船積みと同時期にシンガポールの現地ではドレッシ作業が開始

された｡ケーブルが布設される各陸揚げ点付近はさんご礁となっ

ており,水深も涌いため布設作業の点と布設後のケーブルl;ん濾の

点で鼓低潮時でも水深2.41nになるようにトレンチが掘られた｡ト

レンチはドレソジャーの作業ノ性の点より幅20mで克之も良い所では

350mもあり総延長は1,200mに達した｡重たChawan島前のBuaya

島は-･部削り取ってルートを広げる作業も行なわれた｡

布設晰のギ装はバージ用と幸安丸用に共用できるようわが国に

おいて製作し,ボルトにより存易に組立てができるものにした｡

本計画ではケーブル条数が多いためl‾朋寺2条布設を予定した｡2

条のケ｢ブルが同等にスム∽ズに流れるよう各コイルに対するギ

装を極力同一･条件になるよう配慮した｡コイルトおよび船尾のシ

ープは曲げ半径の点より半径1.5mにローラを並べて形成した｡ま

たシープに続く流しの傾斜角は300以下にした｡プレ【キ装置とL

ては,バ【ジの場合水深28mに対するブレーキカ500kg以‾卜に耐

えうるよう木製てこブレーキ4本を耽りつけた｡Bルートの幸∠左

丸の場合は水深40m,良き10kmに及ぶため,ブレーキプJ800kgの

エアコンプレソサ形ブレーキと,てこを取り付けた｡そのほか,

入水角測定装置,エンジンウィンチ,計尺装置,ケⅦブルホーリ

ングマシンなどが組み込まれた｡バ【ジのギ装･状況は図10に示す

とおりである｡
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図10 バー¶ジのギ装二状況
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糾別桔げ船中でのれ設船係札三三川iiも■如小二打一役された｡係1Y川

でク)1t範束什を渦流3kt,風速20m/s,4ノナド】げンカープノ∫しヒL

て怖i寸Lた結狐 バーング)場でナ1ソナl｢り4.6tの1Jl悌ノJか比､紫であり,

ニク)ため300kgの錨h､かり)と28m叫のホーサーーが仙川された｡

､㌣左九グ)域′ナには,1,5tグ)捕と1%in12ml主のチェーンと,24m叫

のワイヤロー1プお.よぴ45mm≠グ)ホーーサーが係船のために御…;iされ

た.｡

7.3 布 設

海域ケーブルの瓜設は一件糾小二い叫の少ないい+帖2呆れざ貨ノナJ･じ

によりイーfなわれ,-‾戸想以卜にスム【ズ'なれ泣かできし,イけL設はバ

ー-ジ,幸安九の域ナナといニタグボートによるエイ批さ+こに.よったL｡

前折は125HPタグ'■ポート3堕により2ktの油性で行なわれ,プレ

ーーキ朋ヤ真により入水角は45～50性で布設きれじ_,圭た綬ポ‾は800

HP.と350HPタグボート終1tヒにより-しi主上壬J4ktの油性で行なわれ,

入水恥土約60度で布設された｡Aルートは80m帖の海域に10条の

ケーーフ■■ルを重たBルーーートは大形船布設にもかかわらず100m帖の

小に10条のケrブルを布一没するという淋羊⊥-∫拝では瑞一瀧外の発作

を与えJ〕れたが,正確な誘やと推船技術により無りに･の雉丁-■jiを

ち･Lとげた.-,各件描け作業は50～400m什J空ありこの分のケーブル

は大形中仙川タイヤチューブをブイとして2m川l掛ニケMブルに

取り付けノブれ浮卜社線Lた｡仙i朋子け)航跡は100mFi耶醐1リ空に∴

分憶測角法により海田】_Lにフしロットされ航路イ【筈正ち･⊥■っぴに.喜+細か

什左･メっれ∴∴布.没筏のOFケーーブル油斥変化が懸念されたが,1tff‖し

と水i∴ILの差が少なかったため問題になノブなかった｡油トLこ托下は布

設後6帖閃で総変化量の約50%変化L,一j七夜にわたって降下が

拙いた｡.布設完了後ダイバーによりケrブルの才川ミニ状況がチエ･ソ

クされた.+特に問題になりそうなブリッジオーーバなどの佗止が行

なわれた｡布設作業は昭和45年4～7‖の4仙月f言りに24航海にわ

たって行なわれトラブルもなく無事Tノヒ了したr)幸安丸による布.設

北沢は図11にホすとおりである｡

7.4 防護と付帯工事

現地の海践はデ1･盤層が毘=Lており,ケーーブルの児設はイこ可能

であった｡水深のi=長い陸揚げ部付近は前述のとおリドレlソジによ

るト レン子内にケーーブルを布設しセメントモルタ/レバッグに､より

カバーL妨.攫とした｡.セメントモルタルバッグは現地の海肘二各

什のサンプルを数個日放置Lてそグ)作能を確認した後段もよし､〃

ゞムを抹JFjLた.二 なお波浪の岩き響のあるf毎メ;そではコンクリートトレ

ンチを抹∫Ilした場I叶もあった｡

海峡ケーブルと降す揚げケーブルとク‾)異作接続が糾乍掲げ部で行

なわれた.1海中にプラットホームを組Lみ,海水面より 卜で接続を

行なうようにLた(〕作業は1河あたりケー1ブル4本ずつ施工L､

指続,純綿処理とコンパウンド注入,つり降ろLに各1[lずつを

≠･す
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要した｡またChawan畠においては50tハンナを仕って連続作業に

よる船L接続も行なった｡

陸掲げケーブルと陸上ケーブルの接続部一i江〈にコーーーン形鉄線引

潮装置を設置Lた｡この装置を使用して把=まけテ九武男孔 雀流通

電によるfふL度上昇試験,短絡電流試験などを行なし､卜分その要求

作能を満足していることを確認したr)

海底部のOFケーブルには陣上部.と切り維Lた給油が行なわれ,

Aルー1卜は帆油圧,Bルーートは中仙仔給油槽が接続された｡

7.5 アンカー事故

布設後1平以内にAルートにおいて2jリlの11ンカー事放か一発生

Lた｡1担1日は人形タンカーの鋪によりOFケー一丁ル,パイロッ

トケ【プル各1条が破断し全土主由布設が行なわれたr.重た21‖】臼

は錨による純度曲げと射fラのため竜乞-も破壊‾封在が充1一三し,帽理l二

辛が行なわれた｡なお故糾の寸描如寺には大:読叫馴ilに対Lてバッ

クアップ給油方式が予誌どおり作動L仰守作菜が始まるまでの40

時間所一定の油止が保持されそ･のすぐれた件能がノミ証された.｡

8.結 □

世界的規快の66kV海底OFケーブ′しの.没.汁から布詰までの契約

を無事完遂し､シンガポールの電力車1業に大きなと1i献をなし柑たし.J

特許第606046号(特公昭45-19340号)

66kV軸祇OFナーーて､′し 535

1こ計耐づ三池にj;ける特筆ノト､=.土次のとおりである(ニ

(1)維わ引■†i三,似判斗,芯1{rドル浦川三の止より一仁jユー心OFケーブル

がす東湖され海峡一別ケーブル150kmが布設された｡

(2)ケーブル♂〕設l汁一斗‡にがい架線の交流鴨良のi臼j超が吋仰ノ】き

れl‖も釘†めっき鉄線が書式J】JさゴLた′二

(3)上いミケーブ′しに対する可とう接続柁術が確､7二きれケーブル

ととい二終純の慌械FjくJ･`左～も亡1てJ.i∫し駿に.より作能が確認された⊂

(4)油;油時の干場給油方J･〔:としてバ､ソクアップ給油袋帯モが潤一発

され.没置されたが錨ニチノ抑七時そのすぐれた件舐がノミ敲された:二.

(5)ルート上ミの七三糾によりバージ巾】■設,刑勿榔†による布設の2

フナゞ上がすかHされ,それぞれのコイル､キ装,れ設fli】H卸などの

問題か`夫規性のり三保により検討きれ仙没に過川きれた.-.

(6)世界でも例の少なしゝ2条抑嗜イけ設】二法が24航f■毎に書式H‾Jされ

二jLに戊.叫した､=

(7)ケーブルのイけⅠさ辻,仙.穫の紙上l､くより人馴-1‡な海洋_1二l+■こも子fな

われた

舷後に1こ.汁i叫遂行のため.ご協力いただいた関係糾寸二ならびにシ

ンサボ■-ル公益二事肘㌦輩J係糾立に世くゎ礼巾L上げるr⊃

特 許 の 紹 介
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デー タ通信制御装置におけ る 制御方式

本発明ほデーータ泊イ.-iて川御洪粁における制御ノノノ(に【判-㌻るヰJ♂_)て

ある｡

図】において,卜+1線1か仁ノ)一_文一古されたデー一夕ほ山並列変換制御ILTl

路2の回線対応二に設けらjtたビット/こ･ソフ7によりサンケリングさ

れ1ビット検出されると磁心記憶部3に1ヒ'ヅトすつ着手肌さ′一手‾Lる.二

1キャラクタ分が昔妄打fさかjtほキャラクタ制御=･11路47)ここのことを

検出し,磁心記憶部3エリキ1アラクタおよひ し,

必要な制御を行なってから磁心記憶糀3のナlコックェりフ･にその一戸

一夕を移す｡【i7j■も▼ノ)て絞め仁j′-～tた放のキャラクメが老子机さ′iしヰ=よ,

コンピュータ接続制御いil紅茶5ほそjtを検㌻i-iし,コンヒュー一夕に通次
データを磁心記憶部より.古ヒム｢上-il__‾てi引l十㌻る｡〕送一文†こさかるデータ

の時間関係は凶に′Jミさ′i′l.Tは1キャラクク時間,/は1ビット仲

間,丁ほ1コアサイクノし叫琵りづいJ=ノている｡

本発抑土,たとえばキャラクダ制御(キャラクタができ上･--‥㌧と

きに必要な制御)に関して述べると､キャラクタ制御に必焚な1川

線の制御コ7サイクル数をわとすれは,1キャラクタ吋にり7､につき

〃い1Ⅰ線の所要コアサイクル数は〝みとなり,=トナラグタ周期7｢｢小･こ

このプ7∂が均等に分円亡されるようにコアサイクルをこのキャラクタ

制御を行なう回路に`.判り当てる.｡さらにキャラクタ制御だけでなく,

山並列変換制御およびコソヒュータ接続制御に必雪なコアサイク/し

もそれぞ加の制御周圭抑勺iこク州己するよう各制御】を行なう卜Il指ごとに

割り当てる｡図3は図1の番号とよ寸応させてコアサイク′レが分恍さ

れている様子を示したものである｡

従来,凹線ごとに一定のコ7サイクル数を割り当てていたため,

キャラクタ制御のようi･こキャラク･タごとにて別御すjtはよく,ヒ∴ソト

ごとに制御を要Lないものもコアサイク′しカ‾こ割り当てら′れており,

むだにコアサイクルを他用していた.

本党川+に亡LT′i=土,制御の川数に応じて制御‡‾i】け芥ごとにニュ7叶イク

ルを′割り当てるため,上記むだなコアサイクルの肘1】を少なくL,

処理能力の向卜がはかられる1ユ (抑‖り

上ユ

､2

卜T←1

酢
トト1

1で卜

図3

図2

データ

キャラクタ

ビット
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